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聖
州
知
事
と
聖
市
長
も
参
加

ノ
は
、
作
戦
後
は
車
の
通
行

が
可
能
と
な
り
、
子
供
達
が

遊
ぶ
姿
も
見
ら
れ
る
。
麻
薬

精
製
や
武
器
保
管
用
に
使
わ

れ
て
い
た
建
物
は
、
警
察
に

よ
っ
て
明
け
渡
さ
れ
、
ド
リ

ア
市
長
も
「
ク
ラ
コ
ラ
ン
ジ

ア
は
も
う
終
わ
っ
た
」
と
宣

言
し
た
。

　

し
か
し
、
同
市
長
は
２
４

日
の
「
救
済
計
画
」
に
関
す

る
会
合
後
、「
ク
ラ
コ
ラ
ン

ジ
ア
は
物
理
的
に
な
く
な
っ

た
が
、
薬
物
中
毒
者
の
問
題

は
残
っ
て
い
る
」、「
常
用
者

は
路
上
生
活
者
同
様
に
扱
わ

れ
、
社
会
福
祉
部
門
の
職
員

達
が
し
か
る
べ
き
施
設
に
収

容
す
る
」
と
語
っ
た
。

　

今
回
の
作
戦
は
検
察
に
提

出
し
た
計
画
通
り
で
は
な
い

事
も
指
摘
さ
れ
た
が
、
ク
ラ

コ
ラ
ン
ジ
ア
で
の
一
掃
作
戦

で
よ
く
指
摘
さ
れ
る
の
は
、

常
用
者
の
救
済
や
社
会
復
帰

と
い
う
面
で
の
配
慮
の
不
足

だ
。
一
掃
作
戦
が
常
用
者
拡

　
【
既
報
関
連
】
民
主
社
会
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
の
重
鎮
、
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
エ
ン
リ

ケ
・
カ
ル
ド
ー
ゾ
元
大
統
領
（
Ｆ
Ｈ
Ｃ
）
の
聖
市
私
邸
で
３
時
間
に
及
ぶ
会
合
の

後
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
暫
定
党
首
の
タ
ッ
ソ
・
ジ
ェ
レ
イ
サ
ッ
チ
上
議
は
、
同
党
が
連
立

与
党
に
残
る
か
ど
う
か
の
決
断
は
、来
月
６
日
に
開
始
さ
れ
る
選
挙
高
裁
（
Ｔ
Ｓ
Ｅ
）

の
判
断
に
よ
る
と
し
た
と
、
２
６
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
た
。

合
の
み
の
選
択
肢
だ
。

　

ジ
ェ
レ
イ
サ
ッ
チ
氏
は
ロ

ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア
下
院
議
長

や
ネ
ル
ソ
ン
・
ジ
ョ
ビ
ン
元

最
高
裁
判
事
と
共
に
、
間
接

選
挙
で
選
ば
れ
る
可
能
性
が

高
い
候
補
の
１
人
だ
が
、
エ

ス
タ
ー
ド
紙
に
よ
る
と
、
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
党
首
と
し
て
間
接
選

挙
出
馬
の
可
能
性
を
問
わ
れ

た
時
、「
私
も
他
の
人
も
出

馬
は
考
え
て
い
な
い
」
と
答

え
た
と
い
う
。

　

ジ
ェ
レ
イ
サ
ッ
チ
氏
は
、

Ｆ
Ｈ
Ｃ
、ア
ウ
キ
ミ
ン
知
事
、

ド
リ
ア
市
長
の
間
に
見
解
の

相
違
が
存
在
す
る
こ
と
は
認

め
た
が
、
そ
れ
が
何
か
は
明

ら
か
に
し
な
か
っ
た
。「
憲

法
か
ら
１
ミ
リ
で
も
外
れ
た

事
は
出
来
な
い
。
細
心
の
注

意
を
払
い
、
落
ち
着
い
て
行

動
す
る
点
で
は
意
見
は
一
致

し
て
い
る
」
と
し
た
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｅ
周
辺
の
空
気
も
、

５
月
１
７
日
の
〃
Ｊ
Ｂ
Ｓ

シ
ョ
ッ
ク
〃
の
前
と
後
で
微

妙
に
違
っ
て
い
る
。
疑
惑
発

覚
前
は
、「
シ
ャ
ッ
パ
を
有

罪
に
し
て
も
テ
メ
ル
氏
の
政

　

２
４
日
に
行
わ
れ
た
連
警

の
〃
書
簡
作
戦
〃
で
、
親
族

や
息
子
を
含
む
配
下
、
合
計

２
４
人
が
逮
捕
さ
れ
た
ベ
イ

ラ
・
マ
ル
は
、
２
５
日
朝
、

ポ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
の
刑
務

所
か
ら
、
行
き
先
を
伏
せ
た

状
態
で
、
他
の
刑
務
所
に
移

送
さ
れ
た
。
移
送
に
は
空
軍

治
生
命
は
保
ち
、
経
済
政
策

を
進
め
さ
せ
る
べ
し
」
だ
っ

た
の
が
、
疑
惑
発
覚
後
は
、

「
シ
ャ
ッ
パ
を
有
罪
に
す
る

こ
と
で
、
テ
メ
ル
に
最
低
限

の
名
誉
あ
る
辞
任
の
道
を
作

る
べ
し
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｅ
で
は
、
シ
ャ
ッ
パ

案
件
報
告
官
と
も
う
一
人
の

判
事
が
テ
メ
ル
氏
も
有
罪
と

投
票
す
る
事
が
有
力
で
、
ジ

ウ
マ
ー
ル
・
メ
ン
デ
ス
判
事

と
も
う
一
人
が
テ
メ
ル
氏
は

無
罪
、
も
し
く
は
証
拠
再
検

討
派
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ

う
な
る
と
残
り
３
人
の
判
事

の
投
票
が
シ
ャ
ッ
パ
の
行
方

を
決
す
る
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
Ｔ
Ｓ
Ｅ

で
有
罪
と
な
っ
て
も
、
控
訴

し
て
辞
任
を
拒
む
こ
と
で
さ

ら
に
半
年
時
間
を
作
る
事
が

暫
定
党
首
が
Ｆ
Ｈ
Ｃ
と
会
談

散
に
繋
が
り
、
ヴ
ィ
ラ
・
レ

オ
ポ
ル
ジ
ー
ナ
の
州
食
糧
保

管
セ
ン
タ
ー
や
パ
ウ
リ
ス
タ

大
通
り
周
辺
に
も
常
用
者
が

集
ま
っ
て
い
る
と
の
報
道

は
、
過
去
の
作
戦
で
も
あ
っ

た
。

　

フ
ォ
ー
リ
ャ
紙
が
報
じ
た

２
３
カ
所
は
２
１
日
の
作
戦

後
に
常
用
者
が
集
ま
り
始
め

当
者
も
加
わ
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
２
１
日
の
一
掃
作

戦
は
、
市
警
、
軍
警
合
わ
せ

て
９
０
０
人
が
一
斉
に
現
場

に
踏
み
込
み
、
保
健
衛
生
部

門
や
社
会
福
祉
部
門
の
対
応

は
後
手
に
回
っ
た
感
が
否
め

な
い
。

　

確
か
に
、
麻
薬
密
売
者
と

常
用
者
が
行
き
来
す
る
屋
台

で
常
に
道
が
塞
が
っ
て
い
た

ア
ラ
メ
イ
ダ
・
ジ
ノ
・
ブ
エ

　
【
既
報
関
連
】
聖
市
ル
ス

区
ク
ラ
コ
ラ
ン
ジ
ア
で
２
１

日
に
行
わ
れ
た
麻
薬
密
売
者

と
常
用
者
の
一
掃
作
戦
後
、

同
地
を
追
わ
れ
た
常
用
者
ら

が
、
近
隣
２
３
カ
所
で
ミ
ニ

ク
ラ
コ
ラ
ン
ジ
ア
を
形
成
し

て
い
る
と
２
６
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
が
報
じ
た
。

　

同
地
区
の
一
掃
作
戦
は
、

聖
州
政
府
と
聖
市
市
役
所
が

共
同
で
行
う
「
救
済
計
画
」

の
一
環
で
、
保
安
局
や
法
務

局
は
も
ち
ろ
ん
、
保
健
衛
生

部
門
や
社
会
福
祉
部
門
の
担

２
３
カ
所
に
ミ
ニ
ク
ラ
コ
拡
大

大
統
領
の
罷
免
請
求
を
実
行

常
用
者
の
受
け
皿
も
足
ら
ず

た
場
所
を
市
警
備
隊
が
ま
と

め
た
も
の
で
、
プ
リ
ン
セ
ー

ザ
・
イ
ザ
ベ
ル
広
場
２
０
０

〜
３
０
０
人
、
セ
ー
広
場
周

辺
２
０
０
人
、
リ
ベ
ル
ダ
ー

デ
駅
周
辺
１
０
０
人
な
ど
を

は
じ
め
、
パ
ウ
リ
ス
タ
大
通

り
も
含
め
た
地
区
で
常
用
者

が
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
麻
薬
常
用
者
を
強

制
的
に
収
容
す
る
事
に
対
す

る
批
判
も
根
強
い
一
方
、
自

発
的
に
専
門
施
設
に
行
こ
う

と
し
て
も
空
き
が
な
い
と
断

ら
れ
る
例
や
、
州
や
市
に
登

録
を
申
し
出
て
も
い
な
い
の

に
、
常
用
者
の
治
療
や
入
院

の
是
非
を
判
断
で
き
る
医
師

の
名
簿
に
名
前
が
入
っ
て
い

る
か
ら
外
し
て
く
れ
と
当
局

に
申
し
入
れ
る
医
師
が
い
る

な
ど
、
様
々
な
問
題
が
噴
出

し
て
お
り
、
息
の
長
い
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
は
政
権
延

命
を
図
っ
て
い
る
が
、
連
立

与
党
の
間
に
は
、
６
月
に
始

ま
る
Ｔ
Ｓ
Ｅ
で
、
１
４
年
の

大
統
領
選
の
シ
ャ
ッ
パ
、
ジ

ウ
マ
／
テ
メ
ル
組
の
当
選
無

効
判
決
が
出
れ
ば
、
退
陣
は

避
け
ら
れ
な
い
と
す
る
空
気

が
漂
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ジ
ェ
レ
イ
サ
ッ

チ
氏
は
「
テ
メ
ル
大
統
領
辞

任
後
の
間
接
選
挙
で
は
、
い

か
な
る
動
き
も
テ
メ
ル
大
統

領
を
無
視
し
て
行
う
こ
と
は

な
い
」
と
も
し
て
い
る
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
は
民
主
党
（
Ｄ

Ｅ
Ｍ
）
と
共
に
連
立
与
党
内

で
政
権
を
守
る
壁
の
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
政
権
離
脱

は
、
間
接
選
挙
で
勝
算
の
あ

る
候
補
を
党
内
で
絞
れ
た
場

プリンセーザ・イザベル広場に集まった常用者とそれを見守る市の職員
（Fernanda Carvalho/FotosPublicas）

ＰＳＤＢ臨時党首の、タッソ・ジェレイサッチ上議
（Moreira Mariz/ Agência Senado）

「
細
心
の
注
意
で
行
動
」
と
語
る

ＯＡＢ

出
来
る
が
、
そ
う
な
る
と
、

来
年
は
じ
め
に
間
接
選
挙
、

１
０
月
に
１
９
年
以
降
の
任

期
の
直
接
選
挙
と
な
っ
て
し

ま
う
。
伯
国
の
い
た
ず
ら
な

混
乱
は
テ
メ
ル
大
統
領
も
望

ん
で
お
ら
ず
、
辞
任
す
る
の

で
は
と
の
声
も
出
始
め
た
。

機
が
使
わ
れ
、
２
０
人
も
の

職
員
が
関
わ
っ
た
と
い
う
。

メ
モ
を
使
っ
て
、
獄
中
か
ら

〃
シ
ノ
ギ
〃
を
指
揮
し
、
過

去
数
年
間
の
〃
ア
ガ
リ
〃
は

９
０
０
万
レ
ア
ル
を
超
え
る

同
氏
は
相
当
の
大
物
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

リ
オ
地
裁
は
リ
オ
市
内
を

走
る
バ
ス
の
運
賃
を
、
現
行

の
３
・
８
レ
ア
ル
か
ら
３
・

９
５
％
増
の
、
３
・
９
５
レ

ア
ル
に
値
上
げ
す
る
こ
と
を

認
め
る
決
定
を
下
し
た
。
リ

オ
市
に
正
式
通
達
さ
れ
て
か

ら
の
１
０
日
間
は
市
民
へ
の

告
知
期
間
で
、
１
１
日
後
か

ら
の
適
用
と
な
る
。た
だ
し
、

こ
の
決
定
は
暫
定
的
な
も
の

で
、
控
訴
の
可
能
性
も
残
さ

れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
５
日
に
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

の
サ
ッ
カ
ー
南
米
王
者
を
決

め
る
大
会
、
リ
ベ
ル
タ
ド
ー

レ
ス
杯
の
予
選
リ
ー
グ
が
終

了
し
、
伯
国
か
ら
は
６
チ
ー

ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進

出
を
決
め
た
。
予
選
リ
ー
グ

は
、
４
チ
ー
ム
ず
つ
８
組
に

分
か
れ
て
ホ
ー
ム
＆
ア
ウ
ェ

イ
の
２
回
戦
総
当
り
戦
を
行

い
、
上
位
２
位
ま
で
が
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
で
き

る
。
こ
の
予
選
リ
ー
グ
を
グ

ル
ー
プ
１
位
で
通
過
し
た
の

が
、
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
、
ボ
タ

フ
ォ
ゴ
、
サ
ン
ト
ス
、
ア
ト

レ
チ
コ
・
ミ
ネ
イ
ロ
、
グ
レ

ミ
オ
の
５
チ
ー
ム
で
、
２
位

で
通
過
し
た
の
が
ア
ト
レ
チ

コ
・
パ
ラ
ナ
エ
ン
セ
だ
っ
た
。

残
念
だ
っ
た
の
は
グ
ル
ー
プ

３
位
に
終
わ
っ
た
シ
ャ
ペ
コ

エ
ン
セ
と
フ
ラ
メ
ン
ゴ
で
、

あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
逃
し

た
。１
３
年
の
ア
ト
レ
チ
コ
・

ミ
ネ
イ
ロ
以
来
、
３
大
会
連

続
で
優
勝
を
逃
し
て
い
る
伯

国
勢
だ
が
、
４
年
ぶ
り
の
戴

冠
な
る
か
？

　

今
年
４
月
の
連
邦
政
府
、

各
州
政
府
、
各
市
と
公
社
の

会
計
の
総
計
は
、
１
２
９
億

レ
ア
ル
の
黒
字
だ
っ
た
と
、

伯
国
中
銀
が
２
６
日
に
発
表

し
た
。

　

こ
れ
は
市
か
ら
連
邦
政
府

に
い
た
る
ま
で
、
全
て
の
会

計
の
合
計
で
収
入
が
支
出
を

上
回
っ
た
こ
と
を
示
す
が
、

負
債
に
か
か
る
利
子
の
支
払

い
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

１
５
年
４
月
は
１
３
４
億

４
千
万
レ
の
黒
字
で
、
１
６

年
４
月
は
１
０
１
億
８
千
万

レ
の
黒
字
だ
っ
た
。

　

中
銀
経
済
部
の
フ
ェ
ル
ナ

ン
ド
・
ロ
ッ
シ
ャ
次
長
は
、

「
４
月
は
他
の
月
と
比
較
し

て
、
良
い
結
果
が
出
易
い
」

と
語
っ
て
い
る
。

　

１
〜
４
月
の
累
計
会
計
は

１
５
１
億
レ
の
黒
字
だ
っ

た
。
昨
年
は
４
４
億
１
千
万

レ
、
１
５
年
は
３
２
４
億
４

千
万
レ
だ
っ
た
か
ら
、
こ
こ

で
も
、
１
５
年
か
ら
１
６
年

に
か
け
て
の
減
少
分
を
回
復

し
た
形
に
な
る
。

　

今
年
１
月
か
ら
４
月
ま
で

の
各
州
、
各
市
の
会
計
収
支

は
総
計
１
７
８
億
６
千
万

レ
の
黒
字
で
、
連
邦
政
府

（
国
庫
と
中
銀
、
社
会
保
障

費
）
の
赤
字
２
７
億
１
千
万

レ
と
、
各
公
社
の
赤
字

４
６
０
０
万
レ
を
埋
め
合
わ

せ
て
１
５
０
億
レ
を
超
え
る

黒
字
を
出
す
原
動
力
に
な
っ

た
。

　

ロ
ッ
シ
ャ
中
銀
次
長

は
、
今
後
は
各
州
、
各
市
が

こ
の
黒
字
を
食
い
つ
ぶ
し

て
、
１
７
年
ト
ー
タ
ル
で
は

４
０
億
レ
の
赤
字
に
な
る
事

が
予
想
さ
れ
て
い
る
と
し

た
。

　

昨
年
５
月
か
ら
今
年
４
月

ま
で
の
１
２
カ
月
間
の
累
計

で
は
、
連
邦
政
府
、
各
自
治

体
と
公
社
を
あ
わ
せ
た
会
計

は
１
４
５
０
億
９
千
万
レ
の

赤
字
だ
。

　

２
０
１
７
年
全
体
の
、
連

邦
政
府
、
各
自
治
体
、
公
社

の
会
計
は
、
利
子
の
支
払
い

を
考
慮
に
入
れ
な
い
状
態
で

の
赤
字
額
を
、
１
４
３
１
億

レ
以
内
に
収
め
る
事
が
目

標
だ
。
１
５
年
の
赤
字
は

１
１
１
２
億
４
千
万
レ

で
、
１
６
年
は
過
去
最
大
の

１
５
５
７
億
レ
の
赤
字
を
計

上
し
た
。

　
【
既
報
関
連
】
伯
国
弁
護

士
会
（
Ｏ
Ａ
Ｂ
）
は
２
５

日
、
ミ
シ
ェ
ル
・
テ
メ
ル
大

統
領
（
民
主
運
動
党
・
Ｐ
Ｍ

Ｄ
Ｂ
）
の
罷
免
請
求
を
行
っ

た
と
２
６
日
付
伯
字
各
紙
が

報
じ
た
。

　

罷
免
請
求
状
で
は
、
テ
メ

ル
大
統
領
は
Ｊ
Ｂ
Ｓ
社
主

の
ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
・
バ
チ

ス
タ
氏
の
罪
を
知
り
な
が
ら

容
認
、
個
人
の
利
益
を
優
先

し
て
司
法
当
局
に
知
ら
せ
な

か
っ
た
こ
と
が
公
務
員
法
違

反
の
罪
に
当
た
る
と
し
、
罷

免
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の

８
年
間
の
公
職
就
任
禁
止
も

求
め
て
い
る
。

　

ジ
ョ
エ
ズ
レ
イ
・
バ
チ
ス

タ
氏
は
、
報
奨
付
供
述
の
中

で
、
同
氏
が
ク
ー
ニ
ャ
被

告
へ
の
口
止
め
料
と
し
て
金

銭
を
渡
し
て
い
る
と
告
げ
る

と
、
テ
メ
ル
大
統
領
が
「
そ

れ
を
続
け
る
よ
う
に
」
と
返

答
し
た
と
証
拠
の
音
声
デ
ー

タ
付
き
で
明
か
し
た
。

　

Ｏ
Ａ
Ｂ
の
罷
免
請
求
は
、

こ
の
供
述
を
基
に
し
て
お

り
、
Ｏ
Ａ
Ｂ
は
ジ
ョ
エ
ズ
レ

イ
、
ウ
ェ
ズ
レ
イ
の
バ
チ
ス

タ
兄
弟
を
証
人
と
し
て
呼
ぶ

こ
と
を
求
め
て
い
る
。
Ｏ
Ａ

Ｂ
は
ま
た
、
フ
ォ
ー
リ
ャ
紙

が
行
っ
た
大
統
領
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
、
疑
惑
発
覚
の

翌
日
に
大
統
領
が
行
っ
た
声

明
も
罷
免
請
求
の
根
拠
と
し

て
い
る
。

　
「
Ｏ
Ａ
Ｂ
は
規
定
に
則
り
、

中
立
性
を
保
っ
て
い
る
。
党

派
の
思
惑
に
全
く
左
右
さ
れ

る
こ
と
も
な
く
、
独
自
に
動

い
た
」
と
ク
ラ
ウ
ジ
オ
・
ラ

マ
ッ
キ
ア
会
長
は
述
べ
た
。

　

こ
れ
で
、
下
院
議
長
に
届

け
ら
れ
た
テ
メ
ル
大
統
領
へ

の
罷
免
請
求
は
、
１
３
件
目

を
数
え
た
。
だ
が
、
罷
免
プ

ロ
セ
ス
は
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ

ア
下
院
議
長
（
民
主
党
・
Ｄ

Ｅ
Ｍ
）
が
開
始
を
承
認
し
な

け
れ
ば
始
ま
ら
ず
、
実
現
は

難
し
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。

同
下
院
議
長
は
疑
惑
発
覚
以

来
、
大
揺
れ
の
テ
メ
ル
政
権

を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
続

け
て
い
る
。

　

マ
イ
ア
議
長
が
罷
免
請
求

の
検
討
を
拒
ん
だ
場
合
、
罷

免
を
望
む
勢
力
は
、
下
院
本

会
議
に
罷
免
プ
ロ
セ
ス
の
開

始
を
問
う
事
が
出
来
る
が
、

下
院
審
議
の
日
程
を
決
め
ら

れ
る
の
も
マ
イ
ア
議
長
の
た

め
、
こ
の
場
合
も
決
断
は
マ

イ
ア
議
長
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
る
。

　

ラ
マ
ッ
キ
ア
会
長
は
「
Ｏ

Ａ
Ｂ
は
来
月
６
日
に
始
ま
る

選
挙
高
裁
（
Ｔ
Ｓ
Ｅ
）
の
行

方
も
注
視
し
て
い
る
」
と
も

語
っ
た
。
テ
メ
ル
大
統
領
辞

任
の
可
能
性
に
つ
い
て
問
わ

れ
る
と
、
同
会
長
は
「
テ
メ

ル
大
統
領
は
国
家
に
と
っ
て

最
良
の
道
を
と
る
は
ず
だ
」

と
答
え
た
。

　
【
既
報
関
連
】
パ
ラ
ー
州

パ
ウ
・
ダ
ル
コ
市
の
サ
ン
タ

ル
シ
ア
農
園
で
２
４
日
に
起

き
た
、
警
官
と
土
地
な
し
農

民
の
間
で
の
銃
撃
戦
で
農
民

１
０
人
が
死
亡
し
た
と
さ
れ

る
事
件
で
、
警
官
が
鑑
識
の

到
着
を
待
た
ず
に
遺
体
を
搬

出
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

た
と
２
６
日
付
フ
ォ
ー
リ
ャ

紙
が
報
じ
た
。

　

事
件
が
起
き
た
の
は
２
４

日
の
午
前
５
時
頃
だ
。
同
農

園
は
２
週
間
前
に
土
地
な
し

農
民
に
占
拠
さ
れ
、
警
備
員

殺
害
な
ど
も
起
き
た
が
、
農

民
は
司
法
の
立
ち
退
き
命
令

に
従
お
う
と
し
な
か
っ
た
。

　

当
日
は
市
警
と
軍
警
計

２
４
人
が
逮
捕
令
状
、
家
宅

捜
索
令
状
を
実
行
す
る
た
め

に
農
園
に
入
ろ
う
と
し
た

が
、
発
砲
さ
れ
た
の
で
反
撃

し
た
と
い
う
の
が
公
式
発
表

だ
。
警
察
側
に
は
１
人
の
怪

我
人
も
出
て
い
な
い
。

　

２
５
日
に
州
検
察
や
州
警

察
と
共
に
現
場
入
り
し
た
連

邦
検
察
庁
市
民
権
利
局
（
Ｐ

Ｆ
Ｄ
Ｃ
）
の
デ
ボ
ラ
・
ド
ゥ

プ
ラ
ト
検
事
は
、「
こ
れ
ほ

ど
の
事
件
が
起
き
た
現
場
は

保
存
さ
れ
な
く
て
は
い
け
な

か
っ
た
。
こ
れ
で
は
現
場
検

証
や
現
場
の
再
現
は
不
可
能

だ
」
と
語
っ
た
。
同
検
事
は

約
２
時
間
、
現
場
を
歩
い
た

が
、
血
痕
や
銃
痕
な
ど
、
警

察
官
の
証
言
を
裏
付
け
る
よ

う
な
も
の
は
何
も
見
つ
か
ら

ず
、
公
式
発
表
の
内
容
に
疑

問
を
呈
し
て
い
る
。

　

２
５
日
付
Ｇ
１
サ
イ
ト
で

は
、
生
き
残
り
の
農
民
達
が

「
警
官
は
銃
を
連
射
し
な
が

ら
入
っ
て
き
た
」
と
証
言
し

た
こ
と
も
報
じ
て
お
り
、
伯

国
弁
護
士
会
が
、
関
与
し
た

警
官
更
迭
も
要
請
し
た
。

選挙高裁判決で離脱を判断
　

Ｆ
Ｈ
Ｃ
邸
で
の
会
合
に

は
、
ジ
ェ
ラ
ウ
ド
・
ア
ウ
キ

ミ
ン
聖
州
知
事
、ジ
ョ
ア
ン
・

ド
リ
ア
聖
市
長
（
共
に
Ｐ
Ｓ

Ｄ
Ｂ
）
も
参
加
し
た
。

　
「
我
々
は
Ｔ
Ｓ
Ｅ
の
始
ま

る
６
月
６
日
を
重
要
な
日
付

と
見
て
い
る
。
そ
の
日
に
何

が
起
こ
る
か
見
て
み
よ
う
と

い
う
の
が
方
針
だ
」
と
ジ
ェ

レ
イ
サ
ッ
チ
暫
定
党
首
は

語
っ
た
。

４
月
は
１
２
９
億
レ
の
黒
字
に

昨
年
の
落
ち
込
み
か
ら
若
干
回
復

農
園
で
の
銃
撃
戦
は
嘘
？

警
官
が
鑑
識
前
に
死
体
を
搬
出

「
党
派
性
は
一
切
な
い
」
と
会
長

ＰＳＤＢ
クラコランジア

課
題
が
残
る「
救
済
計
画
」

（２）２０１７年 第４７６２号 ５月 ２７日 （土曜日）

パラー州

公共収支



　

１
９
４
５
年ね

ん

１
０
月が

つ

１
４
日か

、
平

ぴ
ょ
ん

壌や
ん

市し

北ほ
く

部ぶ

の
牡も

丹ら
ん

峰ぼ
ん

の

ふ
も
と
の
運う

ん

動ど
う

場じ
ょ
う。
よ
く
晴は

れ
て
澄す

み
切き

っ
た
青あ

お

空ぞ
ら

の
下し

た

に
、

７
万ま

ん

人に
ん

の
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うが
集あ

つ

ま
っ
て
い
た
。
こ
の
日ひ

開ひ
ら

か
れ
る
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

解か
い

放ほ
う

祝し
ゅ
く

賀が

会か
い

に
伝で

ん

説せ
つ

の
老ろ

う

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

・
金き

む

日い
る

成そ
ん

が
帰か

え
っ
て
く
る
と
い

う
噂う

わ
さに
、
人ひ

と

び
と
は
つ
め
か
け
た
の
だ
っ
た
。

　

日に

本ほ
ん

の
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

統と
う

治ち

が
始は

じ

ま
る
と
、
愛あ

い

国こ
く

的て
き

な
軍ぐ

ん

人じ
ん

達た
ち

の
一い

ち

部ぶ

は
満ま

ん

洲し
ゅ
うや
シ
ベ
リ
ア
に
根こ

ん

拠き
ょ

地ち

を
移う

つ

し
て
独ど

く

立り
つ

の
戦た

た
かい
を
続つ

づ

け
た
。
や
が
て
１
９
２
０
年ね

ん

代だ
い

か
ら
、
一ひ

と

人り

の
勇ゆ

う

敢か
ん

な
抗こ

う

日に
ち

闘と
う

士し

の
名な

が
国こ

く

内な
い

に
ま
で
聞き

こ
え
て
き
た
。
金き

む

日い
る

成そ
ん

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

で

あ
る
。「
い
つ
か
金き

む

日い
る

成そ
ん

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

が
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

を
打う

ち
破や

ぶ
っ
て
凱が

い

旋せ
ん

し
て
く
る
」
と
い
う
伝で

ん

説せ
つ

が
生う

ま
れ
た
。

　

伝で
ん

説せ
つ

が
生う

ま
れ
て
か
ら
す
で
に
２
０
年ね

ん

。
人ひ

と

び
と
は
白し

ら

髪が

の
老ろ

う

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

の
姿す

が
た
を
心こ

こ
ろ
に
描か

い
て
い
た
。
や
が
て
そ
の
金き

む

日い
る

成そ
ん

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

が
登と

う

場じ
ょ
うす
る
と
、
人ひ

と

び
と
は
唖あ

然ぜ
ん

と
し
た
。
老ろ

う

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

と
は
似に

て
も
似に

つ
か
ぬ
若わ

か

者も
の

だ
っ
た
の
だ
。
こ
の
集

し
ゅ
う

会か
い

に
参さ

ん

加か

し
て
い
た
呉ご

泳え
い

鎮し
ん

は
こ
う
書か

き
記し

る

し
て
い
る
。

　
に
せ
も
の
だ
！

　

広ひ
ろ

い
場

じ
ょ
う

内な
い

に
集あ

つ

ま
っ
た
群ぐ

ん

衆し
ゅ
うの
あ
い
だ
に
ま
た
た
く
ま
に
不ふ

信し
ん

と
失し

つ

望ぼ
う

と
不ふ

満ま
ん

と
怒い

か

り
の
感か

ん

情じ
ょ
うが
電で

ん

流り
ゅ
うの
よ
う
に
伝つ

た

わ
っ

た
。
短み

じ
かい
時じ

間か
ん

で
は
あ
る
が
ざ
わ
め
き
が
場

じ
ょ
う

内な
い

を
お
お
っ
た
。

　

金き
む

日い
る

成そ
ん

の
演え

ん

説ぜ
つ

が
始は

じ

ま
る
と
、
そ
の
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

語ご

は
た
ど
た
ど

　
　

金き
む

日い
る

成そ
ん

～
ス
タ
ー
リ
ン
の
あ
や
つ
り
人に

ん

形ぎ
ょ
う

～

２０0３年
ねん

２月
がつ

２３日
にち

版
ばん

し
か
っ
た
。「
あ
り
ゃ
子こ

ど
も
じ
ゃ
な
い
か
。
な
に
が
金き

む

日い
る

成そ
ん

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

な
も
ん
か
」「
ロ
ス
ケ
（
露つ

ゆ

助す
け

、
ロ
シ
ア
人じ

ん

の
蔑べ

っ

称し
ょ
う）
の

手て

先さ
き

だ
」
と
人ひ

と

び
と
は
口く

ち

々ぐ
ち

に
言い

い
出だ

し
た
。
そ
の
ま
ま
会か

い

場じ
ょ
うか
ら
出で

て
行い

く
人ひ

と

も
い
た
。

　

金き
む

日い
る

成そ
ん

役や
く

を
演え

ん

じ
た
キ
ム
・
ソ
ン
ジ
ュ
は
、
１
９
１
２
年ね

ん

に

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

北ほ
く

部ぶ

の
比ひ

較か
く

的て
き

裕ゆ
う

福ふ
く

な
漢か

ん

方ぽ
う

医い

の
家い

え

に
生う

ま
れ
、
７
歳さ

い

の
時と

き

、
父ち

ち

の
仕し

事ご
と

の
都つ

合ご
う

で
満ま

ん

洲し
ゅ
うに
渡わ

た

り
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

の
学が

っ

校こ
う

に

通か
よ
っ
た
。
そ
の
た
め
、朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

語ご

よ
り
中

ち
ゅ
う

国ご
く

語ご

の
方ほ

う

が
堪た

ん

能の
う

で
あ
っ

た
。
１
９
３
１
年ね

ん

、
１
９
歳さ

い

の
時と

き

に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

に
入

に
ゅ
う

党と
う

、

抗こ
う

日に
ち

遊ゆ
う

撃げ
き

隊た
い

に
所し

ょ

属ぞ
く

し
て
、
ゲ
リ
ラ
の
一い

っ

隊た
い

を
率ひ

き

い
て
戦

た
た
か
っ
た
。

　

１
９
４
１
年ね

ん

に
は
日に

本ほ
ん

の
討と

う

伐ば
つ

部ぶ

隊た
い

に
追お

わ
れ
て
満ま

ん

洲し
ゅ
うか

ら
ソ
連れ

ん

領り
ょ
うに
逃に

げ
込こ

み
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で
ソ
連れ

ん

軍ぐ
ん

の
大た

い

尉い

と

な
っ
た
。

　

１
９
４
５
年ね

ん

８
月が

つ

９
日か

、
ソ
連れ

ん

は
降こ

う

伏ふ
く

間ま

際ぎ
わ

の
日に

本ほ
ん

に
宣せ

ん

戦せ
ん

布ふ

告こ
く

し
、
そ
の
わ
ず
か
１
週

し
ゅ
う

間か
ん

後ご

に
終

し
ゅ
う

戦せ
ん

、
キ
ム・ソ
ン
ジ
ュ

の
出で

番ば
ん

は
一い

ち

度ど

も
な
い
ま
ま
、
対た

い

日に
ち

戦せ
ん

争そ
う

は
終お

わ
っ
て
し
ま
っ

た
。
８
月が

つ

２
６
日に

ち

に
は
ソ
連れ

ん

軍ぐ
ん

は
平

ぴ
ょ
ん

壌や
ん

を
占せ

ん

拠き
ょ

し
、
軍ぐ

ん

政せ
い

を

敷し

い
た
。
そ
の
上う

え

で
ソ
連れ

ん

軍ぐ
ん

司し

令れ
い

部ぶ

は
キ
ム
・
ソ
ン
ジ
ュ
を
新し

ん

生せ
い

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
首し

ゅ

班は
ん

に
選え

ら

び
、
伝で

ん

説せ
つ

の
英え

い

雄ゆ
う

・
金き

む

日い
る

成そ
ん

役や
く

を
演え

ん

じ

さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

労ろ
う

働ど
う

党と
う

が
１
９
８
３
年ね

ん

に
出だ

し
た
「
金き

む

日い
る

成そ
ん

主し
ゅ

席せ
き

革か
く

命め
い

活か
つ

動ど
う

史し

」
で
は
、
金き

む

日い
る

成そ
ん

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

は
満ま

ん

洲し
ゅ
うに
踏ふ

み
と
ど
ま
っ

て
、
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

と
１
０
万ま

ん

回か
い

の
戦せ

ん

闘と
う

を
続つ

づ

け
、
１
９
４
５
年ね

ん

８

月が
つ

９
日か

に
は
つ
い
に
日に

本ほ
ん

に
対た

い

し
て
最さ

い

終し
ゅ
う

攻こ
う

撃げ
き

命め
い

令れ
い

を
下く

だ

し
、

無む

敵て
き

の
関か

ん

東と
う

軍ぐ
ん

を
撃げ

き

破は

し
て
祖そ

国こ
く

を
解か

い

放ほ
う

し
、
民み

ん

衆し
ゅ
うの
歓か

ん

呼こ

の
中な

か

を
凱が

い

旋せ
ん

し
た
、
と
伝つ

た

え
て
い
る
。

　

ま
た
息む

す

子こ

の
金か

ね

正じ
ょ
ん

日い
る

は
１
９
４
２
年ね

ん

に
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
で

生う

ま
れ
た
が
、
そ
れ
で
は
辻つ

じ

褄つ
ま

が
合あ

わ
な
い
た
め
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
国こ

っ

境き
ょ
うに
そ
び
え
る
白は

く

頭と
う

山さ
ん

に
金き

む

日い
る

成そ
ん

が
密み

つ

営え
い

を
作つ

く

っ

た
時と

き

に
生う

ま
れ
た
と
さ
れ
、
そ
の
一い

っ

角か
く

を
「
正

じ
ょ
ん

日い
る

峰み
ね

」
と
命め

い

名め
い

し
、
わ
ざ
わ
ざ
金か

ね

正じ
ょ
ん

日い
る

が
生う

ま
れ
た
と
い
う
丸ま

る

太た

小ご

屋や

ま
で

作つ
く

ら
れ
た
。
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

は
そ
も
そ
も
の
は
じ
め
か
ら
虚き

ょ

偽ぎ

を
固か

た

３
．
秘ひ

密み
つ

警け
い

察さ
つ

国こ
っ

家か

め
て
作つ

く

ら
れ
た
国こ

っ

家か

だ
っ
た
。

　

キ
ム
・
ソ
ン
ジ
ュ
が
ニ
セ
の
金き

む

日い
る

成そ
ん

だ
と
は
誰だ

れ

も
公こ

う

言げ
ん

で
き

な
か
っ
た
。
ソ
連れ

ん

軍ぐ
ん

は
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

を
占せ

ん

領り
ょ
うす
る
と
、
す
ぐ
に
本ほ

ん

国ご
く

と
同ど

う

様よ
う

の
秘ひ

密み
つ

警け
い

察さ
つ

を
組そ

織し
き

し
、
密み

っ

告こ
く

を
奨

し
ょ
う

励れ
い

し
た
。
こ

う
し
た
秘ひ

密み
つ

警け
い

察さ
つ

な
ど
保ほ

安あ
ん

要よ
う

員い
ん

が
２
万ま

ん

人に
ん

も
い
た
。

　

あ
る
３
４
歳さ

い

の
牧ぼ

く

師し

が
信し

ん

徒と

へ
の
説せ

っ

教き
ょ
うの
中な

か

で
「
解か

い

放ほ
う

さ

れ
た
と
い
う
が
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
ど
こ
が
よ
い
の
か
。
い
ろ
い
ろ
い

う
け
ど
倭わ

政せ
い

（
日に

本ほ
ん

統と
う

治ち

）
時じ

代だ
い

は
金き

ん

さ
え
だ
せ
ば
寝ね

な
が

ら
旅り

ょ

行こ
う

が
で
き
た
」
と
言い

っ
た
。
こ
の
牧ぼ

く

師し

は
反は

ん

動ど
う

宣せ
ん

伝で
ん

罪ざ
い

で

５
年ね

ん

の
懲

ち
ょ
う

役え
き

と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
逮た

い

捕ほ

さ
れ
た
人に

ん

数ず
う

は
、

１
９
４
６
年ね

ん

１
１
月が

つ

ま
で
の
１
年ね

ん

間か
ん

に
４
万ま

ん

４
千せ

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うに

の
ぼ
っ
た
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
る
。

　
ソ
連れ

ん

軍ぐ
ん

は
日に

本ほ
ん

の
残の

こ

し
た
工こ

う

場じ
ょ
う

設せ
つ

備び

や
ダ
ム
の
発は

つ

電で
ん

機き

な

ど
を
解か

い

体た
い

し
て
持も

ち
帰か

え
っ
た
。
さ
ら
に
２
０
万ま

ん

ト
ン
の
米こ

め

を
供

き
ょ
う

出し
ゅ
つさ
せ
た
。
こ
れ
は
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

で
の
１
年ね

ん

間か
ん

の
産さ

ん

米ま
い

高だ
か

の
四よ

ん

分ぶ
ん

の
１
に
相そ

う

当と
う

す
る
莫ば

く

大だ
い

な
量り

ょ
うで
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
飢き

餓が

が

広ひ
ろ

が
り
、
餓が

死し

者し
ゃ

が
出で

る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

１
９
４
９
年ね

ん

１
２
月が

つ

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
人じ

ん

民み
ん

解か
い

放ほ
う

軍ぐ
ん

は
蒋

し
ょ
う

介か
い

石せ
き

を

台た
い

湾わ
ん

に
追お

い
や
っ
て
、
大た

い

陸り
く

統と
う

一い
つ
を
成な

し
遂と

げ
た
。
金き

む

日い
る

成そ
ん

は

こ
れ
を
見み

て
、
自じ

分ぶ
ん

も
同お

な

じ
よ
う
に
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

を
武ぶ

力り
ょ
く

統と
う

一い
つ
し
た

い
と
思お

も

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
必ひ

つ

要よ
う

な
ス
タ
ー
リ
ン

の
お
墨す

み

付つ

き
と
支し

援え
ん

を
得え

る
た
め
に
、
翌よ

く

年と
し

３
月が

つ

に
モ
ス
ク
ワ

を
訪お

と
ず
れ
た
。
後の

ち

に
首し

ゅ

相し
ょ
うと
な
っ
て
ス
タ
ー
リ
ン
を
批ひ

判は
ん

し
た
フ

ル
シ
チ
ョ
フ
は
、
回か

い

顧こ

録ろ
く

に
こ
う
記し

る

し
て
い
る
。

　

そ
こ
（
ス
タ
ー
リ
ン
の
別べ

っ

荘そ
う

）
で
は
金き

む

日い
る

成そ
ん

と
そ
の
代だ

い

表
ひ
ょ
う

団だ
ん

の
た
め
に
晩ば

ん

餐さ
ん

会か
い

が
催も

よ
おさ
れ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
席せ

き

で
主お

も

と
し
て
、
金き

む

日い
る

成そ
ん

が
侵し

ん

攻こ
う

す
る
と
い
う
す
で
に
下お

ろ

さ
れ
た
決け

っ

定て
い

に
つ
い
て
話は

な

し
合あ

っ
た
。
彼か

れ

は
絶ぜ

っ

対た
い

に
成せ

い

功こ
う

す
る
と
確か

く

信し
ん

し
て

い
た
。
国こ

く

民み
ん

は
自じ

分ぶ
ん

を
支し

持じ

す
る
だ
ろ
う
。
国こ

く

民み
ん

は
こ
の
戦せ

ん

争そ
う

が
起お

こ
る
こ
と
を
期き

待た
い

し
て
い
る
。
自じ

分ぶ
ん

に
は
力

ち
か
ら

強づ
よ

い
味み

方か
た

が
あ
る
し
、
準

じ
ゅ
ん

備び

は
す
べ
て
整

と
と
の
っ
て
い
る
。
成せ

い

功こ
う

は
ま
っ
た
く

疑う
た
がい
な
い
と
彼か

れ

は
思お

も
っ
て
い
た
。・
・
・

　

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

を
統と

う

一い
つ
す
る
た
め
に
、
金き

む

日い
る

成そ
ん

が
行こ

う

動ど
う

を
起お

こ
す
日ひ

が

合ご
う

意い

さ
れ
た
。（
１
９
５
０
年ね

ん

６
月が

つ

２
５
日に

ち

に
）戦せ

ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
っ

た
。

　

金き
む

日い
る

成そ
ん

は
毛も

う

沢た
く

東と
う

の
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

と
も
交こ

う

渉し
ょ
うを
進す

す

め
、
兵へ

い

１
．「
に
せ
も
の
だ
！
」

員い
ん

を
装そ

う

備び

付づ

き
で
借か

り
る
約や

く

束そ
く

を
取と

り
つ
け
る
。
中

ち
ゅ
う

朝ち
ょ
う

国こ
っ

境
き
ょ
う

近ち
か

く
に
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
国こ

く

籍せ
き

を
持も

つ
百

ひ
ゃ
く

万ま
ん

人に
ん

あ
ま
り
の
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

族ぞ
く

が

住す

ん
で
い
る
が
、
こ
こ
を
出

し
ゅ
っ

身し
ん

地ち

と
す
る
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

系け
い

中ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

部ぶ

隊た
い

３
万ま

ん

人に
ん

が
極ご

く

秘ひ

で
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
入は

い
っ
た
。

　

１
９
５
０
年ね

ん

６
月が

つ

に
は
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
全ぜ

ん

７
師し

団だ
ん

１
０
万ま

ん

人に
ん

近こ
ん

く
が
、３
８
度ど

線せ
ん

に
集

し
ゅ
う

結け
つ

し
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
決け

っ

定て
い

通ど
お

り
、

６
月が

つ

２
５
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

５
時じ

２
５
分ぷ

ん

、
砲ほ

う

撃げ
き

が
開か

い

始し

さ
れ
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

が
始は

じ

ま
っ
た
。

　
６
月が

つ

２
６
日に

ち

朝あ
さ

８
時じ

に
金き

む

日い
る

成そ
ん

は
ラ
ジ
オ
放ほ

う

送そ
う

を
行

お
こ
な
っ
た
。

　

売ば
い

国こ
く

逆ぎ
ゃ
く

賊ぞ
く

李り

承し
ょ
う

晩ば
ん

か
い
ら
い
政せ

い

府ふ

の
軍ぐ

ん

隊た
い

は
６
月が

つ

２
５

日に
ち

、
３
８
度ど

線せ
ん

の
全ぜ

ん

域い
き

に
わ
た
っ
て
３
８
度ど

線せ
ん

以い

北ほ
く

地ち

域い
き

に
た

い
す
る
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

な
侵し

ん

攻こ
う

を
開か

い

始し

し
ま
し
た
。

　

勇ゆ
う

敢か
ん

な
共

き
ょ
う

和わ

国こ
く

警け
い

備び

隊た
い

は
、
敵て

き

の
侵し

ん

攻こ
う

を
迎む

か

え
う
っ
て
過か

酷こ
く

な
戦せ

ん

闘と
う

を
展て

ん

開か
い

し
な
が
ら
李り

承し
ょ
う

晩ば
ん

か
い
ら
い
政せ

い

府ふ

軍ぐ
ん

の
進し

ん

行こ
う

を
挫ざ

折せ
つ

さ
せ
ま
し
た
。

　

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

民み
ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

人じ
ん

民み
ん

共き
ょ
う

和わ

国こ
く

政せ
い

府ふ

は
現げ

ん

情じ
ょ
う

勢せ
い

を
討と

う

議ぎ

し
、

人じ
ん

民み
ん

軍ぐ
ん

に
決け

っ

定て
い

的て
き

な
反は

ん

攻こ
う

撃げ
き

戦せ
ん

を
開か

い

始し

し
て
敵て

き

の
武ぶ

装そ
う

力り
ょ
くを

掃そ
う

討と
う

せ
よ
、
と
命め

い

令れ
い

し
ま
し
た
。
人じ

ん

民み
ん

軍ぐ
ん

は
共

き
ょ
う

和わ

国こ
く

政せ
い

府ふ

の

命め
い

令れ
い

に
よ
っ
て
、
敵て

き

を
３
８
度ど

線せ
ん

以い

北ほ
く

の
地ち

域い
き

か
ら
撃げ

き

退た
い

し
、

３
８
度ど

線せ
ん

以い

南な
ん

の
地ち

域い
き

へ
１
０
～
１
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
前ぜ

ん

進し
ん

し
ま
し
た
。

　

戦せ
ん

争そ
う

は
南み

な
み
か
ら
の
「
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

な
侵し

ん

攻こ
う

」
に
よ
っ
て
始は

じ

ま
っ

た
と
い
う
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
あ
る
。
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
建け

ん

国こ
く

と
同ど

う

様よ
う

、

統と
う

一い
つ

戦せ
ん

争そ
う

も
ま
た
偽い

つ
わ
り
に
分ぶ

厚あ
つ

く
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
さ
れ
て
始は

じ

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
我わ

が
国く

に

で
も
、
そ
の
後ご

長な
が

い
間あ

い
だ、
左さ

翼よ
く

勢せ
い

力り
ょ
くが
こ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
を
振ふ

り
回ま

わ

し
た
。

　
一い

っ

方ぽ
う

、
ア
メ
リ
カ
の
方ほ

う

も
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
動う

ご

き
を
逐ち

く

一い
ち

掴つ
か

ん
で
い

た
よ
う
だ
。
１
０
０
人に

ん

以い

上じ
ょ
うの
ス
パ
イ
を
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
送お

く

り
込こ

み
、
た
と
え
ば
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

系け
い

中ち
ゅ
う

国ご
く

人じ
ん

部ぶ

隊た
い

が
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

に
入は

い

り
始は

じ

め
た
と
い
う
動う

ご

き
も
、
各か

く

師し

団だ
ん

の
構こ

う

成せ
い

と
司し

令れ
い

部ぶ

の
位い

置ち

ま

で
克こ

く

明め
い

に
報ほ

う

告こ
く

さ
せ
て
い
た
。

　
こ
の
当と

う

時じ

、
米べ

い

国こ
く

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

大た
い

陸り
く

を
共

き
ょ
う

産さ
ん

勢せ
い

力り
ょ
くに
奪う

ば

わ
れ
、

内う
ち

向む

き
の
姿し

勢せ
い

に
転て

ん

じ
つ
つ
あ
っ
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは

台た
い

湾わ
ん

が
中

ち
ゅ
う

共き
ょ
うに
攻こ

う

撃げ
き

さ
れ
て
も
ア
メ
リ
カ
は
介か

い

入に
ゅ
うし
な
い
と
声せ

い

明め
い

し
、
ま
た
ア
チ
ソ
ン
国こ

く

務む

大だ
い

臣じ
ん

は
、
ア
メ
リ
カ
の
防ぼ

う

衛え
い

線せ
ん

を

日に

本ほ
ん

ま
で
後こ

う

退た
い

さ
せ
て
、
韓か

ん

国こ
く

と
台た

い

湾わ
ん

を
は
ず
す
と
宣せ

ん

言げ
ん

し

た
。

　
こ
う
し
た
動う

ご

き
は
、
結け

っ

果か

的て
き

に
金き

む

日い
る

成そ
ん

に
ア
メ
リ
カ
は
介か

い

入に
ゅ
うし
て
こ
な
い
と
の
読よ

み
違ち

が

い
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
金き

む

日い
る

成そ
ん

は
開か

い

戦せ
ん

６
ヶ
月げ

つ

後ご

に
、
ア
メ
リ
カ
の
介か

い

入に
ゅ
うに
対た

い

し
て
準

じ
ゅ
ん

備び

が
不ふ

足そ
く

し
て
い
た
こ
と
を
自み

ず
か

ら
認み

と

め
て
い
る
。［
１
，
ｐ

３
０
５
］

　
一い

っ

方ぽ
う

で
、
ト
ル
ー
マ
ン
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うら
の
内う

ち

向む

き
政せ

い

策さ
く

に
反は

ん

対た
い

す

る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
や
ダ
レ
ス
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
す
る
右う

派は

勢せ
い

力り
ょ
くに
と
っ

て
、金き

む

日い
る

成そ
ん

の
侵し

ん

攻こ
う

は
ま
さ
に
飛と

ん
で
火ひ

に
い
る
夏な

つ

の
虫む

し

で
あ
っ

た
。
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
戦せ

ん

争そ
う

準じ
ゅ
ん

備び

を
知し

り
な
が
ら
も
、
あ
え
て
知し

ら

ぬ
ふ
り
を
し
て
、
侵し

ん

攻こ
う

を
開か

い

始し

さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

北き
た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
侵し

ん

攻こ
う

が
始は

じ

ま
る
と
、
ト
ル
ー
マ
ン
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは
即そ

く

座ざ

に
米べ

い

海か
い

空く
う

軍ぐ
ん

に
韓か

ん

国こ
く

軍ぐ
ん

支し

援え
ん

を
命め

い

じ
、
あ
わ
せ
て
台た

い

湾わ
ん

へ

　※これを読
よ

めば自
しぜん

然に、日
にっぽん

本の
文

ぶんか

化や歴
れきし

史に関
かんしん

心がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
にせい

世
の方

かた

や日
にほんご

本語学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもらい、
少
すこ

しでも日
にっぽん

本に興
きょうみ

味を持
も

ってもらえる
よう、最

もよ

寄りの日
にほんご

本語学
がっこう

校や日
にっけい

系団
だんたい

体
の掲

けいじばん

示板に張
は

ったり、普
ふだん

段は邦
ほうじ

字紙
し

を
読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や孫
まご

などに記
きじ

事
を紹

しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

承し
ょ
う

晩ば
ん

大だ
い

統と
う

領り
ょ
うが
到と

う

着ち
ゃ
くす
る
と
、
３
０
万ま

ん

人に
ん

の
大だ

い

群ぐ
ん

衆し
ゅ
うが
歓か

ん

迎げ
い

に
押お

し
寄よ

せ
た
。
北き

た

の
人じ

ん

民み
ん

は
よ
う
や
く
金き

む

日い
る

成そ
ん

か
ら
解か

い

放ほ
う

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、そ
の
喜よ

ろ
こ
び
も
長な

が

く
は
続つ

づ

か
な
か
っ

た
。

　
ス
タ
ー
リ
ン
は
毛も

う

沢た
く

東と
う

に
対た

い

し
て
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

が
予よ

備び

軍ぐ
ん

を

編へ
ん

成せ
い

し
た
と
い
う
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
の
も
と
、
中

ち
ゅ
う

共き
ょ
う

軍ぐ
ん

５
、６

個こ

師し

団だ
ん

を
即そ

く

座ざ

に
派は

遣け
ん

で
き
な
い
か
と
打だ

診し
ん

し
た
。
毛も

う

沢た
く

東と
う

は
、
中

ち
ゅ
う

共き
ょ
う

軍ぐ
ん

の
装そ

う

備び

は
貧ひ

ん

弱じ
ゃ
くで
あ
り
、
数す

う

個こ

師し

団だ
ん

で
は
米べ

い

軍ぐ
ん

に
対た

い

抗こ
う

で
き
な
い
と
考か

ん
が

え
、
ま
た
米べ

い

国こ
く

と
中

ち
ゅ
う

国ご
く

、
ひ
い
て
は
ソ

連れ
ん

も
巻ま

き
込こ

ん
だ
全ぜ

ん

面め
ん

戦せ
ん

争そ
う

に
発は

っ

展て
ん

す
る
事こ

と

を
恐お

そ

れ
て
、
参さ

ん

戦せ
ん

を
た
め
ら
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
次つ

ぎ

の
よ
う
な
手て

紙が
み

を
毛も

う

沢た
く

東と
う

に
送お

く
っ
た
。

　

私わ
た
しと
し
て
は
（
米べ

い

国こ
く

と
の
全ぜ

ん

面め
ん

対た
い

決け
つ

を
）
恐お

そ

れ
る
べ
き
で
は

な
い
と
考か

ん
が
え
る
。
わ
れ
わ
れ
は
米べ

い

国こ
く

、
イ
ギ
リ
ス
よ
り
も
強つ

よ

い

か
ら
だ
。・
・
・
も
し
戦せ

ん

争そ
う

が
不ふ

可か

避ひ

な
ら
ば
、
今い

ま

戦せ
ん

争そ
う

に
な
っ

た
方ほ

う

が
よ
い
だ
ろ
う
。
米べ

い

国こ
く

の
同ど

う

盟め
い

者し
ゃ

と
し
て
日に

本ほ
ん

軍ぐ
ん

国こ
く

主し
ゅ

義ぎ

が
復ふ

っ

活か
つ

し
、
米べ

い

国こ
く

と
日に

本ほ
ん

に
と
っ
て
李り

承し
ょ
う

晩ば
ん

の
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

が
大た

い

陸り
く

に
お
け
る
彼か

れ

ら
の
前ぜ

ん

線せ
ん

基き

地ち

と
な
る
数す

う

年ね
ん

後ご

よ
り
も
、
今い

ま

が
い
い
の
で
あ
る
。［
２
，ｐ
１
７
４
］

　

毛も
う

沢た
く

東と
う

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

共き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

中ち
ゅ
う

央お
う

委い

員い
ん

会か
い

で
軍ぐ

ん

を
送お

く

る
こ
と

を
決け

っ

定て
い

し
、
そ
の
理り

由ゆ
う

を
次つ

ぎ

の
よ
う
に
ソ
連れ

ん

大た
い

使し

に
語か

た
っ
た
。

　

も
し
米べ

い

国こ
く

が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
国こ

っ

境き
ょ
うに
進し

ん

出し
ゅ
つす
る
な
ら
ば
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

は

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
暗く

ら

い
汚お

点て
ん

に
な
る
。
ま
た
東と

う

北ほ
く

部ぶ

は
恒こ

う

２
．ソ
連れ

ん

軍ぐ
ん

大た
い

尉い

キ
ム・ソ
ン
ジュ

の
第だ

い

７
艦か

ん

隊た
い

派は

遣け
ん

に
よ
る
中

ち
ゅ
う

国ご
く

か
ら
の
攻こ

う

撃げ
き

阻そ

止し

、
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
の
米べ

い

軍ぐ
ん

増ぞ
う

強き
ょ
う、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
フ
ラ
ン
ス
軍ぐ

ん

へ
の
援え

ん

助じ
ょ

拡か
く

大だ
い

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。
一い

っ

転て
ん

し
て
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

陣じ
ん

営え
い

と
の
対た

い

決け
つ

姿し

勢せ
い

を
強つ

よ

く
打う

ち
出だ

し
た
の
で
あ
る
。
金き

む

日い
る

成そ
ん

の
冒ぼ

う

険け
ん

は
、

ま
さ
に
「
や
ぶ
へ
び
」
だ
っ
た
。

　
ソ
連れ

ん

が
欠け

っ

席せ
き

し
て
い
た
国こ

く

連れ
ん

安あ
ん

全ぜ
ん

保ほ

障し
ょ
う

理り

事じ

会か
い

で
は
６
月が

つ

２
５
日に

ち

に
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

を
侵し

ん

略り
ゃ
く

者し
ゃ

と
非ひ

難な
ん

す
る
決け

つ

議ぎ

を
採さ

い

択た
く

し
、

７
月が

つ

７
日か

に
は
国こ

く

連れ
ん

軍ぐ
ん

の
韓か

ん

国こ
く

派は

遣け
ん

を
決け

っ

定て
い

し
た
。

　

侵し
ん

攻こ
う

開か
い

始し

の
３
日か

後ご

に
は
、
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

軍ぐ
ん

は
ソ
ウ
ル
を
占せ

ん

領
り
ょ
う

し
、
息い

き

つ
く
ま
も
な
く
さ
ら
に
南な

ん

進し
ん

す
る
と
思お

も

い
き
や
、
３
日か

間か
ん

も
ソ
ウ
ル
に
と
ど
ま
り
、
祝

し
ゅ
く

勝し
ょ
う

会か
い

を
し
た
り
、「
反は

ん

動ど
う

」
の

粛し
ゅ
く

正せ
い

に
熱ね

っ

中ち
ゅ
うし
た
。
首し

ゅ

都と

ソ
ウ
ル
が
陥か

ん

落ら
く

す
れ
ば
、
人じ

ん

民み
ん

の

支し

持じ

の
な
い
「
李り

承し
ょ
う

晩ば
ん

か
い
ら
い
政せ

い

権け
ん

」
は
す
ぐ
に
崩ほ

う

壊か
い

す

る
も
の
と
考か

ん
が
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
金き

む

日い
る

成そ
ん

は
北き

た

の
人じ

ん

民み
ん

軍ぐ
ん

が
南な

ん

進し
ん

す
れ
ば
、「
南

み
な
み

朝
ち
ょ
う

鮮せ
ん

労ろ
う

働ど
う

党と
う

員い
ん

２
０
万ま

ん

人に
ん

が
呼こ

応お
う

し
て
決け

っ

起き

す
る
」
と
考か

ん
が
え
て

い
た
が
、
南み

な
みの
人じ

ん

民み
ん

は
逆ぎ

ゃ
くに
逃に

げ
出だ

し
た
。
人じ

ん

民み
ん

軍ぐ
ん

が
占せ

ん

領
り
ょ
う

し
た
清せ

い

州し
ゅ
うで
は
、
小

し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

の
生せ

い

徒と

数す
う

が
３
７
％
に
、
中

ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

で
は
２
２
％
に
減へ

っ
て
い
る
。
生せ

い

徒と

の
７
，
８
割わ

り

方が
た

が
家か

族ぞ
く

と

と
も
に
逃に

げ
出だ

し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
も
当と

う

然ぜ
ん

で
あ
る
。
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

軍ぐ
ん

が
開か

い

戦せ
ん

後ご

９
０
日に

ち

間か
ん

で

占せ
ん

領り
ょ
うし
た
地ち

域い
き

で
の
被ひ

害が
い

者し
ゃ

は
、
ソ
ウ
ル
を
含ふ

く

め
、
投と

う

獄ご
く

さ
れ

た
も
の
３
０
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
う、
虐

ぎ
ゃ
く

殺さ
つ

さ
れ
た
も
の
で
身み

元も
と

が
判は

ん

明め
い

し
た
分ぶ

ん

だ
け
で
１
６
万ま

ん

５
千せ

ん

人に
ん

、
強

き
ょ
う

制せ
い

連れ
ん

行こ
う

が
１
２
万ま

ん

３
千ぜ

ん

人に
ん

、「
義ぎ

勇ゆ
う

軍ぐ
ん

」
の
名め

い

目も
く

で
徴

ち
ょ
う

発は
つ

さ
れ
て
、
戦せ

ん

線せ
ん

で
命い

の
ち
を
失

う
し
な
っ

た
り
、
行ゆ

く

方え

不ふ

明め
い

に
な
っ
た
も
の
１
０
数す

う

万ま
ん

人に
ん

と
さ
れ
て
い
る
。

［
３
，ｐ
７
２
］

　

ま
た
８
月が

つ

頃こ
ろ

に
な
る
と
、
人じ

ん

民み
ん

軍ぐ
ん

は
米べ

い

韓か
ん

軍ぐ
ん

を
半は

ん

島と
う

の
東と

う

南な
ん

の
一い

っ

角か
く

に
追お

い
つ
め
た
が
、
食

し
ょ
く

料り
ょ
うの
補ほ

給き
ゅ
うが
ほ
と
ん
ど
尽つ

き

て
し
ま
い
、
人じ

ん

民み
ん

を
脅お

ど

し
て
食

し
ょ
く

料り
ょ
うを
取と

り
上あ

げ
た
り
、
盗ぬ

す

み

も
多た

発は
つ

し
て
、
人じ

ん

民み
ん

の
反は

ん

感か
ん

を
買か

っ
た
。
人じ

ん

民み
ん

軍ぐ
ん

か
ら
逃と

う

亡ぼ
う

す
る
兵へ

い

も
激げ

き

増ぞ
う

し
て
、
金き

む

日い
る

成そ
ん

は
逃と

う

亡ぼ
う

兵へ
い

を
見み

つ
け
た
ら
、

そ
の
場ば

で
射し

ゃ

殺さ
つ

せ
よ
と
命め

い

令れ
い

し
た
。

　

９
月が

つ

１
５
日に

ち

、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
最さ

い

高こ
う

司し

令れ
い

官か
ん

の
陣じ

ん

頭と
う

指し

揮き

の
も
と
、
約や

く

千せ
ん

機き

の
航こ

う

空く
う

機き

、
数す

う

百ひ
ゃ
く

隻せ
き

の
艦か

ん

船せ
ん

か
ら
な
る
国こ

く

連れ
ん

軍ぐ
ん

は
首し

ゅ

都と

ソ
ウ
ル
か
ら
わ
ず
か
４
０
キ
ロ
の
仁じ

ん

川せ
ん

に
上

じ
ょ
う

陸り
く

、

南な
ん

下か

し
て
い
た
人じ

ん

民み
ん

軍ぐ
ん

１
０
万ま

ん

の
退た

い

路ろ

を
絶た

っ
た
。

　

あ
る
人じ

ん

民み
ん

軍ぐ
ん

の
連れ

ん

隊た
い

長ち
ょ
うは
次つ

ぎ

の
よ
う
な
報ほ

う

告こ
く

を
し
て
い
る
。

　

金き
ん

浦ぽ

郡ぐ
ん

の
人じ

ん

民み
ん

た
ち
は
、
各か

く

政せ
い

権け
ん

機き

関か
ん

が
な
い
た
め
に
反は

ん

動ど
う

派は

の
治ち

安あ
ん

隊た
い

が
組そ

織し
き

さ
れ
、
分ぶ

ん

散さ
ん

し
た
わ
が
軍ぐ

ん

を
み
つ
け

し
だ
い
無む

条じ
ょ
う

件け
ん

に
銃

じ
ゅ
う

殺さ
つ

し
て
お
り
、
は
な
は
だ
し
き
は
連れ

ん

絡ら
く

兵へ
い

す
ら
派は

遣け
ん

す
る
の
が
困こ

ん

難な
ん

な
状

じ
ょ
う

況き
ょ
うに
あ
る
。

　

ま
た
敵て

き

情じ
ょ
うを
さ
ぐ
る
た
め
に
地ち

方ほ
う

人じ
ん

民み
ん

と
戦せ

ん

闘と
う

員い
ん

を
い
っ

し
ょ
に
派は

遣け
ん

し
て
も
治ち

安あ
ん

隊た
い

の
警け

い

備び

に
発は

っ

見け
ん

さ
れ
、
帰か

え

っ
て
く

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
の
連れ

ん

中ち
ゅ
うは
、
山や

ま

の
高こ

う

地ち

、
あ
る
い
は

道ど
う

路ろ

に
警け

い

備び

を
組そ

織し
き

し
て
、
わ
が
軍ぐ

ん

が
進し

ん

撃げ
き

す
る
目も

く

的て
き

で
行こ

う

動ど
う

を
は
じ
め
た
ら
途と

中ち
ゅ
うで
た
だ
ち
に
敵て

き

に
連れ

ん

絡ら
く

を
組そ

織し
き

し
、

敵て
き

は
万ば

ん

全ぜ
ん

の
戦せ

ん

闘と
う

準じ
ゅ
ん

備び

で
待た

い

機き

し
て
い
る
。

　

南み
な
みの
人じ

ん

民み
ん

は
、
石い

し

を
も
て
敗は

い

走そ
う

す
る
人じ

ん

民み
ん

軍ぐ
ん

を
襲お

そ
っ
た
の
で

常じ
ょ
う

的て
き

脅き
ょ
う

威い

に
さ
ら
さ
れ
続つ

づ

け
る
。［
１
，ｐ
１
７
６
］

　
こ
の
後あ

と

、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
３
年ね

ん

間か
ん

で
の
べ
３
０
０
万ま

ん

と
い
う
大た

い

軍ぐ
ん

を

送お
く

り
込こ

み
、
再ふ

た
た
び
、
平

ぴ
ょ
ん

壌や
ん

、
ソ
ウ
ル
を
奪う

ば

っ
た
。
国こ

く

連れ
ん

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

を
侵し

ん

略り
ゃ
く

者し
ゃ

と
す
る
決け

つ

議ぎ

を
行お

こ
ない
、
再さ

い

反は
ん

撃げ
き

し
て
ソ
ウ
ル
を

奪だ
っ

回か
い

。
以い

後ご

、３
８
度ど

線せ
ん

で
膠こ

う

着ち
ゃ
く

状じ
ょ
う

態た
い

と
な
り
、休

き
ゅ
う

戦せ
ん

と
な
っ

た
。

　
こ
の
後あ

と

、
金き

む

日い
る

成そ
ん

は
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
独ど

く

裁さ
い

者し
ゃ

と
し
て
君く

ん

臨り
ん

し
続つ

づ

け
る
こ
と
と
な
る
。
金き

む

日い
る

成そ
ん

は
ス
タ
ー
リ
ン
と
毛も

う

沢た
く

東と
う

に
よ
る

あ
や
つ
り
人に

ん

形ぎ
ょ
うで
あ
っ
た
。
こ
の
あ
や
つ
り
人に

ん

形ぎ
ょ
うに
よ
っ
て
北き

た

朝ち
ょ
う

鮮せ
ん

の
人じ

ん

民み
ん

は
抑よ

く

圧あ
つ

さ
れ
、
戦せ

ん

争そ
う

に
駆か

り
立た

て
ら
れ
、
現げ

ん

在ざ
い

で
は
そ
の
息む

す

子こ

に
よ
っ
て
飢き

餓が

に
苦く

る

し
め
ら
れ
て
い
る
。

ス
タ
ー
リ
ン
は
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

人じ
ん

の
ソ
連れ

ん

軍ぐ
ん

大た
い

尉い

を

　
　

伝で
ん

説せ
つ

の
英え

い

雄ゆ
う

・
金き

む

日い
る

成そ
ん

に
仕し

立た

て
上あ

げ
、
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

を
仕し

掛か

け
た
。

８
．
人じ

ん

民み
ん

に
石い

し

も
て
追お

わ
れ
る
人じ

ん

民み
ん

軍ぐ
ん

６
．
ア
メ
リ
カ
の
知し

ら
ぬ
ふ
り

９
．
平ぴ

ょ
ん
や
ん壌
解か

い

放ほ
う

５
．
南み

な
み
か
ら
の
「
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

な
侵し

ん

攻こ
う

」

７
．「
人じ

ん

民み
ん

軍ぐ
ん

」
に
よ
る
人じ

ん

民み
ん

弾だ
ん

圧あ
つ

４
．
武ぶ

力り
ょ
く

統と
う

一い
つ

の
夢ゆ

め

１
０
．
毛も

う

沢た
く

東と
う

の
決け

つ

断だ
ん

（
文ぶ

ん

責せ
き

：
伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

■
（
お
勧す

す

め

度た
び

、
★
★
★
★
：
必ひ

つ

読ど
く

～

★
：
専せ

ん

門も
ん

家か

向む

け
）

１
．
萩は

ぎ

原わ
ら

遼り
ょ
う、「
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

」

★
★
★
、
文ぶ

ん

春し
ゅ
ん

文ぶ
ん

庫こ

、
Ｈ

９２
．
Ａ
・
Ｖ
・
ト
ル
ク
ノ
フ
、

「
朝

ち
ょ
う

鮮せ
ん

戦せ
ん

争そ
う

の
謎な

ぞ

と
真し

ん

実じ
つ

」

★
、
早そ

う

思し

社し
ゃ

、
Ｈ
１
３

３
．
中な

か

山や
ま

正た
だ
し、「
悪あ

く

魔ま

の
爪つ

め

跡あ
と

」
★
、
日に

本ほ
ん

工こ
う

業ぎ
ょ
う

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

、
Ｓ
５
５

あ
る
。
９
月が

つ

２
８
日に

ち

に
は
国こ

く

連れ
ん

軍ぐ
ん

は
ソ
ウ
ル
を
解か

い

放ほ
う

し
た
。
浮う

き
足あ

し

だ
っ
た
人じ

ん

民み
ん

軍ぐ
ん

兵へ
い

士し

は
命め

い

令れ
い

を
無む

視し

し
て
勝か

っ

手て

に
退た

い

却き
ゃ
くを

始は
じ

め
、
将

し
ょ
う

校こ
う

た
ち
ま
で
略

り
ゃ
く

奪だ
つ

し

た
私し

服ふ
く

を
着き

て
民み

ん

間か
ん

人じ
ん

に
化ば

け

て
逃に

げ
出だ

す
有あ

り

様さ
ま

だ
っ
た
。

　

国こ
く

連れ
ん

軍ぐ
ん

が
１
０
月が

つ

９
日か

、

３
８
度ど

線せ
ん

を
突と

っ

破ぱ

し
て
北ほ

く

進し
ん

を

始は
じ

め
る
と
、
金き

む

日い
る

成そ
ん

は
動ど

う

転て
ん

し

た
。
包ほ

う

囲い

さ
れ
た
数す

う

万ま
ん

の
人じ

ん

民み
ん

軍ぐ
ん

を
見み

捨す

て
、
首し

ゅ

都と

平ぴ
ょ
ん

壌や
ん

の

防ぼ
う

衛え
い

態た
い

勢せ
い

も
組く

ま
ず
に
、
１
０

日か

に
は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

と
の
国こ

っ

境き
ょ
う

近ち
か

く
に

逃と
う

走そ
う

し
た
。

　

平
ぴ
ょ
ん

壌や
ん

は
１
０
月が

つ

１
９
日に

ち

に
陥か

ん

落ら
く

、
米べ

い

韓か
ん

を
主し

ゅ

体た
い

と
す
る
国こ

く

連れ
ん

軍ぐ
ん

は
抵て

い

抗こ
う

ら
し
い
抵て

い

抗こ
う

を
受う

け
る
こ
と
な
く
、
ほ
と
ん
ど
無む

血け
つ

で
入

に
ゅ
う

場じ
ょ
うし
た
。
街ま

ち

で
は
「
金き

む

日い
る

成そ
ん

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

の
う
た
」
に
か
わ
っ

て
伝で

ん

統と
う

的て
き

民み
ん

謡よ
う

の
「
西せ

い

道ど
う

愁
し
ゅ
う

心し
ん

歌か

」
が
歌う

た

わ
れ
、
闇や

み

市い
ち

に
は

ア
メ
リ
カ
製せ

い

の
缶か

ん

詰づ
め

な
ど
も
出で

回ま
わ
っ
た
。

　

１
０
月が

つ

２
４
日か

、
南み

な
みか
ら
李り

（３） ２０１７年第４７６２号 	 ５月	２７日	（土曜日）
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Japão registra 

Os dados revelam que 
o valor médio dos sa-
lários, incluindo bônus 
e horas extras, superou 
2.800 dólares. Isto re-

Resultado do encontro 
ministerial da TPP e 
perspectivas sobre o acordo

Ministério da Saúde, Trabalho e Bem-estar So-
cial do Japão divulgou resultados preliminares 
de uma pesquisa nacional sobre salários. Se-
gundo o levantamento, no ano fiscal de 2016, 
pela primeira vez em seis anos foi registrado 
aumento da média salarial depois do ajuste de 
inflação.

presenta também um 
aumento de 0,4 por 
cento em termos reais 
em relação ao ano an-
terior.

O ministério afirma que 
o total de horas traba-
lhadas caiu 0,8 por cen-
to na base anual.

Ministros do Comér-
cio de 11 países parti-
cipantes do acordo de 
livre comércio conheci-
do como Parceria Trans-
pacífica participaram de 
conversações neste do-
mingo em Hanói, capital 
do Vietnã. Numa decla-
ração conjunta emitida 
após o encontro, os mi-
nistros dizem concordar 
sobre o lançamento de 
um processo para ava-
liar as opções para o 
acordo entrar em vigor, 
incluindo medidas para 
pressionar os Estados 
Unidos a retornarem 
ao acordo. Hoje, para o 
Comentário, conversa-
mos com o pesquisador 
Junichi Sugawara, do 
Instituto de Pesquisas 
Mizuho, sobre o que foi 
alcançado durante o en-
contro ministerial e as 
perspectivas da parceria.
Sugawara diz: “A TPP 
encontra-se numa situ-
ação difícil desde que 
os Estados Unidos se 
retiraram do acordo em 
janeiro. Contudo, essas 
conversações ministe-
riais ajudaram a avan-
çar um passo no sentido 
de uma implementação 
rápida, embora não te-
nham sido discutidos 
pontos específicos. Ou 
seja, o pacto ainda tem 
que superar a fase mais 
difícil antes de entrar em 
vigor.

O problema mais difícil 
é a crescente discórdia 
entre os 11 países signa-
tários. Alguns estão an-
siosos para que o acor-
do seja levado adiante 
com ou sem os Estados 
Unidos, enquanto outros 
estão sendo mais caute-
losos. Há ainda aqueles 
que procuram um outro 
caminho.
O Japão, a Nova Ze-
lândia e a Austrália ar-
gumentam que os paí-
ses deveriam colocar o 
acordo em andamento 
como ele está agora, e 
esperar até que os Esta-
dos Unidos voltem a ele. 
Por outro lado, o Vietnã 
e a Malásia dizem ser 
necessário haver uma 
renegociação se o pacto 
seguir adiante sem os 
Estados Unidos. Estes 
países dizem ter aceito 
altos níveis de liberali-
zação e restrições sobre 
empreendimentos es-
tatais, em grande parte 
para conseguir obter um 
maior acesso ao merca-
do dos Estados Unidos. 
O Chile e o Peru estão 
propondo envolver um 
grande mercado, como a 
China, para substituir os 
Estados Unidos.
Antes das conversações 
realizadas no domingo, 
o Japão e a Nova Zelân-
dia prometeram realizar 
uma coordenação bilate-
ral num encontro de cú-

O governador de Jacar-
ta, capital da Indonésia, 
foi julgado culpado da 
acusação de insulto ao 
Islã e afastado do cargo, 
tendo de interromper um 
mandato que se estende-
ria até outubro. Agora, 
porém, o combalido go-
vernador está recebendo 
grande apoio. O caso re-
flete tendências confli-
tantes que simbolizam 
a sociedade indonésia: 
tolerância e intolerância 
religiosas e étnicas. Nes-
te Comentário, Shigeru 
Takatori, ex-produtor das 
transmissões em indoné-
sio da NHK World Rádio 
Japão, fala sobre o que 
acontece no país do Su-
deste Asiático.
“No mês passado, Basuki 
Tjahaja Purnama, ampla-
mente conhecido como 
Ahok na Indonésia, foi 
derrotado na eleição para 
governador de Jacarta, na 
qual pretendia conquistar 
um segundo mandato. 
Logo após o fracasso, 
passaram a chamar aten-
ção a solidariedade e o 
apoio que eram dirigidos 
a ele. Cristãos e budis-
tas, vistos como minorias 
religiosas na Indonésia, 
estiveram no palácio do 
governo provincial de Ja-
carta e entregaram milha-
res de buquês de flores.
De ascendência chinesa, 
governador Ahok é cris-
tão. Na Indonésia, 80% 
da população é muçulma-
na. Há no país um arrai-
gado sentimento de hos-
tilidade a indivíduos de 
etnia chinesa por terem 
tido tradicionalmente 
uma posição dominante 
na economia local. Ahok 
é, assim, marginalizado 
dos pontos de vista reli-

Tolerância e 
intolerância na 
sociedade indonésia

gioso e étnico. No entan-
to, nas eleições de 2012, 
quando pretendia se tor-
nar governador de Jacar-
ta, ele concorreu como 
companheiro de chapa 
de Joko Widodo ― atual 
presidente da Indonésia. 
A chapa foi eleita. Poste-
riormente, contudo, Joko  
Widodo se tornaria presi-
dente antes de terminar o 
mandato como governa-
dor de Jacarta, e Ahok o 
sucedeu no cargo. Ahok 
obteve grande aprovação 
popular pela virtude da 
intransigência diante de 
atos de corrupção ou de 
displicência entre autori-
dades e pela sua capaci-
dade de realização.
Porém, em setembro de 
2016, quando concor-
ria ao segundo mandato, 
o governador fez uma 
declaração que provo-
cou reações indignadas. 
Afirmou, diante de elei-
tores muçulmanos, que 
eles não poderiam votar 
nele em razão de ser in-
fluenciados pelo verso 
do Corão que os alerta 
a não escolher alguém 

primeira 

TPP  23/05/2017

Indonésia 　22/05/2017

O premiê da Índia, Na-
rendra Modi, declarou 
que vai trabalhar em 
conjunto com o Japão de 
forma a acelerar investi-
mentos no desenvolvi-
mento de infraestrutura 
e recursos humanos na 
África.
Modi prestou esta decla-
ração no estado indiano 
do oeste do país, Gujara-
te, na terça-feira, duran-
te a abertura da reunião 
anual do Banco Africa-
no de Desenvolvimen-
to. Cerca de três mil 
representantes do setor 
financeiro de 54 países 
africanos e outros estão 
participando da reunião 

de quatro dias de dura-
ção.
Muitos setores comer-

Estas notícias são produzidas pela 
NHK WORLD RÁDIO JAPÃO. 
nhk.jp/portuguese

elevação real de salários 

O governo japonês, no 
ano passado, revelou um 
plano de investimento 
de cerca de 27 bilhões 
de dólares na África 
para os próximos três 
anos.

pula entre seus líderes. 
Graças a esses esforços, 
a TPP conseguiu ser res-
suscitada depois de ter 
ficado algum tempo à 
deriva com a saída dos 
Estados Unidos.
Na minha opinião o im-
portante agora é que os 
países participantes con-
tinuem tentando conven-
cer os Estados Unidos a 
voltarem ao acordo, em 
vez de simplesmente 
tentar implementá-lo no 
formato atual. Se eles 
conseguirem concordar 
a respeito de voltar a ter 
12 membros no acordo 
eles conseguirão encon-
trar uma maneira de su-
perar suas diferenças.
A declaração conjunta 
anuncia o lançamento 
do processo para im-
plementar a TPP de for-
ma rápida e eficiente. 
Contudo, as discussões 
sobre os detalhes ain-
da nem começaram a 
acontecer. Um encontro 
dos negociadores-che-
fes está marcado para 
julho, sediado pelo Ja-
pão. Espera-se que o 
processo seja concluído 
até o próximo encontro 
ministerial, que será em 
novembro, paralelamen-
te às reuniões de cúpula 
da APEC. Assim, os 
próximos seis meses, 
aproximadamente, serão 
cruciais para determinar 
o destino da TPP.”

Índia   24/05/2017

não muçulmano como 
líder. Muçulmanos radi-
cais acusaram Ahok de 
ter cometido blasfêmia. 
Dezenas de milhares de-
les participaram de atos 
de protesto. O índice de 
aprovação do governador 
despencou, e na eleição 
de abril Ahok sofreu der-
rota esmagadora de um 
adversário muçulmano.
No início de maio, o Tri-
bunal de Justiça de Ja-
carta o sentenciou a dois  
anos de prisão. Foi então 
que partidários de Ahok 
passaram a se manifes-
tar nas ruas, dizendo que 
não se deveria permitir 
esse tipo de intolerância 
e discriminação racial na 
Indonésia, país em que as 
religiões são oficialmente 
separadas do Estado. Ma-
nifestantes ornamenta-
ram o prédio do tribunal 
com rosas vermelhas e 
brancas, que simbolizam 
a bandeira nacional da 
Indonésia não religiosa. 
Além disso, vestidos nas 
duas cores, cantaram o 
hino nacional diante do 
palácio do governo pro-
vincial. Estavam determi-
nados a mostrar unidade 
no apoio a Ahok. Divul-
gadas no Facebook e no 
Twitter, as manifestações 
são vistas não só na Indo-
nésia, como também fora 
do país, até mesmo em 
distantes nações, como a 
Holanda, a Austrália e o 
Japão.”

Índia deverá acelerar seus 

investimentos na África

em seis anos 

Tokyo Skytree completa 
cinco anos

Tokyo Skytree  22/05/2017

Vários eventos espe-
ciais foram organizados 
na segunda-feira para co-
memorar o 5º aniversário 
da Tokyo Skytree.
Situada no distrito de 

Sumida, no leste da ca-
pital japonesa, a Tokyo 
Skytree é a torre de ra-
diodifusão mais alta do 
mundo. Na cerimônia 
de comemoração de seus 

cinco anos, funcionários 
da Tokyo Skytree planta-
ram flores em uma praça 
perto da torre.
Segundo a companhia 
que gerencia a Tokyo 
Skytree, ela já foi fre-
quentada por mais de 
27 milhões de pessoas e 
a quantidade de turistas 
estrangeiros que a visita 
tem aumentado.

（５） ２０１７年第４７６２号 	 ５月	２７日	（土曜日）

Aumento da Média Salarial 
23/05/2017

ciais e imi-
grantes da 
Índia obtive-
ram sucesso 
na África. 
Algumas fir-
mas japone-
sas estão ten-
tando entrar 
no mercado 
usando redes 
da Índia, en-
quanto que 
firmas da Ín-
dia esperam 
usar a tecno-
logia japone-
sa.
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ANO XX  –  Nº 4762 SÃO PAULO, SÁBADO, 27 DE MAIO DE 2017 R$ 4,00
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